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(57)【要約】
【課題】プロジェクタの状態に関する情報や設定に関す
る情報をより見やすく表示することが可能なプロジェク
タ等を提供すること。
【解決手段】プロジェクタ１００が、画像データに基づ
き、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部１９
０と、ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力
部１１０と、前記指示情報に基づき、プロジェクタ１０
０の状態に関する状態画像または前記プロジェクタの設
定に関する設定画像を表示させるための表示対象データ
を前記対象領域の外部に設けられた表示部へ向け送信す
る送信部１２０とを含んで構成される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部と、
　前記指示情報に基づき、プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタ
の設定に関する設定画像を表示させるための表示対象データを前記対象領域の外部に設け
られた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクタにおいて、
　前記指示情報として前記設定に関する情報が入力された場合に当該情報に応じた設定を
行う設定部を含み、
　前記設定画像は、複数の設定対象から前記ユーザーによって選択された設定対象の項目
および当該項目の設定を示す画像であって、
　前記設定部は、前記項目の設定を変更することを示す前記指示情報が入力された場合に
、当該設定を変更することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項３】
　請求項２に記載のプロジェクタにおいて、
　前記送信部は、前記表示対象データとして、前記項目および前記設定を１行または１列
の文字列で表示するためのデータを送信することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　映像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　前記映像データに付随する付随データを、当該付随データに基づく文字画像を表示させ
るために前記対象領域の外部に設けられた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項４に記載のプロジェクタにおいて、
　前記映像データと、前記付随データとを含むコンテンツデータを入力するデータ入力部
と、
　前記コンテンツデータから前記映像データと前記付随データとを分離するデータ分離部
と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項６】
　請求項４、５のいずれかに記載のプロジェクタにおいて、
　ユーザーによる字幕の表示有無を示す指示情報を入力する指示情報入力部を含み、
　前記付随データは、前記字幕を表示するための字幕データを含み、
　前記送信部は、前記指示情報が前記字幕を表示することを指示する情報である場合に前
記付随データを前記表示部へ向け送信し、前記指示情報が前記字幕を表示しないことを指
示する情報である場合に前記付随データを前記表示部へ向け送信しないことを特徴とする
プロジェクタ。
【請求項７】
　プロジェクタによって投写される画像を表示する対象領域と、
　前記プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタの設定に関する設定
画像を表示するための表示対象データを前記プロジェクタから受信する受信部と、
　前記対象領域の外部に設けられ、前記表示対象データに基づく前記状態画像または前記
設定画像を表示する表示部と、
　を含むことを特徴とするスクリーン。
【請求項８】
　プロジェクタによって投写される画像を表示する対象領域と、
　前記プロジェクタから送信される前記画像に付随する付随データを受信する受信部と、
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　前記対象領域の外部に設けられ、前記付随データに基づく文字画像を表示する表示部と
、
　を含むことを特徴とするスクリーン。
【請求項９】
　請求項１～３のいずれかに記載の前記プロジェクタと、請求項７に記載の前記スクリー
ンとを含む表示システム。
【請求項１０】
　請求項４～６のいずれかに記載の前記プロジェクタと、請求項８に記載の前記スクリー
ンとを含む表示システム。
【請求項１１】
　画像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部と、
　前記指示情報に基づき、プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタ
の設定に関する設定画像を表示させるための表示対象データを前記対象領域の外部に設け
られた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むプロジェクタと、
　前記プロジェクタによって前記画像が投写される前記対象領域と、
　前記表示対象データを前記プロジェクタから受信する受信部と、
　前記表示対象データに基づく前記状態画像または前記設定画像を表示する表示部と、
　を含むスクリーンとを用いた表示方法であって、
　前記投写部は、前記画像を前記対象領域に投写し、
　前記送信部は、前記表示対象データを前記表示部へ向け送信し、
　前記受信部は、前記表示対象データを受信し、
　前記表示部は、前記表示対象データに基づき、前記状態画像または前記設定画像を表示
することを特徴とする表示方法。
【請求項１２】
　映像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　前記映像データに付随する付随データを、当該付随データに基づく文字画像を表示させ
るために前記対象領域の外部に設けられた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むプロジェクタと、
　前記プロジェクタによって前記画像が投写される前記対象領域と、
　前記付随データを受信する受信部と、
　前記付随データに基づく前記文字画像を表示する表示部と、
　を含むスクリーンとを用いた表示方法であって、
　前記投写部は、前記画像を前記対象領域に投写し、
　前記送信部は、前記付随データを前記表示部へ向け送信し、
　前記受信部は、前記付随データを受信し、
　前記表示部は、前記付随データに基づき、前記文字画像を表示することを特徴とする表
示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタ、スクリーン、表示システムおよび表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００４－８５９６１号公報等に記載されているように、従来、プロジェクタの状
態に関する情報や設定に関する情報は、ＯＳＤ(On Screen Display)として表示され、元
の画像に重ね合わせられる方式で表示されていた。このため、画像に歪みがある場合や焦
点が合っていない場合には、ユーザーは、プロジェクタの状態等に関する情報を確認しづ
らかった。
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【０００３】
　また、例えば、プロジェクタのランプが寿命になった場合、ＯＳＤを表示できないため
、従来のプロジェクタでは筐体に設けられたＬＥＤ(Light Emitting Diode)を発光させて
通知していた。このため、ユーザーにとっては、ランプの寿命を判断しづらかった。
【０００４】
　このように、プロジェクタの状態や設定に関する情報を確認しやすくする技術が求めら
れている。
【０００５】
　また、例えば、プロジェクタがＤＶＤプレーヤーからのコンテンツデータに基づいて字
幕を有する映画の映像等を投写する場合も、元の画像に字幕が重ね合わせられる方式で表
示されていた。
【０００６】
　例えば、特開平６－８２９１２号公報では、画像投写用光学系と、字幕投写用光学系を
設け、字幕投写用光学系の前に偏光板を設け、さらに、鑑賞者が特殊な眼鏡を装着するか
どうかによって字幕の表示有無を決定することが記載されている。
【特許文献１】特開２００４－８５９６１号公報
【特許文献２】特開平６－８２９１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特開平６－８２９１２号公報の手法では、鑑賞者が眼鏡を装着した場合は字幕
を見ることができず、鑑賞者が眼鏡を外した場合は元の画像に字幕が重ね合わせられて表
示されてしまう。
【０００８】
　このため、字幕を見たい鑑賞者は、元の画像に字幕が重ね合わせられた状態でしか見る
ことができず、元の画像が見づらくなる。
【０００９】
　本発明の第１の目的は、プロジェクタの状態に関する情報や設定に関する情報をより見
やすく表示することが可能なプロジェクタ、スクリーン、表示システムおよび表示方法を
提供することであり、本発明の第２の目的は、映像データに付随する字幕等をより見やす
く表示することが可能なプロジェクタ、スクリーン、表示システムおよび表示方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明に係るプロジェクタは、
　画像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部と、
　前記指示情報に基づき、プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタ
の設定に関する設定画像を表示させるための表示対象データを前記対象領域の外部に設け
られた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係るスクリーンは、
　プロジェクタによって投写される画像を表示する対象領域と、
　前記プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタの設定に関する設定
画像を表示するための表示対象データを前記プロジェクタから受信する受信部と、
　前記対象領域の外部に設けられ、前記表示対象データに基づく前記状態画像または前記
設定画像を表示する表示部と、
　を含むことを特徴とする。
【００１２】
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　また、本発明に係る表示システムは、上記プロジェクタと、上記スクリーンとを含むこ
とを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る表示方法は、
　画像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部と、
　前記指示情報に基づき、プロジェクタの状態に関する状態画像または前記プロジェクタ
の設定に関する設定画像を表示させるための表示対象データを前記対象領域の外部に設け
られた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むプロジェクタと、
　前記プロジェクタによって前記画像が投写される前記対象領域と、
　前記表示対象データを前記プロジェクタから受信する受信部と、
　前記表示対象データに基づく前記状態画像または前記設定画像を表示する表示部と、
　を含むスクリーンとを用いた表示方法であって、
　前記投写部は、前記画像を前記対象領域に投写し、
　前記送信部は、前記表示対象データを前記表示部へ向け送信し、
　前記受信部は、前記表示対象データを受信し、
　前記表示部は、前記表示対象データに基づき、前記状態画像または前記設定画像を表示
することを特徴とする。
【００１４】
　本発明によれば、画像が投写される対象領域の外部の表示部が、プロジェクタの状態に
関する情報や設定に関する情報を表示することにより、プロジェクタ等は、これらの情報
をより見やすく表示することができる。
【００１５】
　また、前記プロジェクタは、前記指示情報として前記設定に関する情報が入力された場
合に当該情報に応じた設定を行う設定部を含み、
　前記設定画像は、複数の設定対象から前記ユーザーによって選択された設定対象の項目
および当該項目の設定を示す画像であって、
　前記設定部は、前記項目の設定を変更することを示す前記指示情報が入力された場合に
、当該設定を変更してもよい。
【００１６】
　これによれば、プロジェクタ等は、表示部の表示と設定部の設定を同期させて設定を行
うことができる。
【００１７】
　また、前記送信部は、前記表示対象データとして、前記項目および前記設定を１行また
は１列の文字列で表示するためのデータを送信してもよい。
【００１８】
　これによれば、プロジェクタ等は、表示部に項目等を１行の文字列で表示させることに
より、表示部の表示領域が狭い場合や、表示部の表示能力が低い場合であっても、項目等
を見やすく表示することができる。
【００１９】
　また、本発明に係るプロジェクタは、
　映像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　前記映像データに付随する付随データを、当該付随データに基づく文字画像を表示させ
るために前記対象領域の外部に設けられた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むことを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明に係るスクリーンは、
　プロジェクタによって投写される画像を表示する対象領域と、
　前記プロジェクタから送信される前記画像に付随する付随データを受信する受信部と、
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　前記対象領域の外部に設けられ、前記付随データに基づく文字画像を表示する表示部と
、
　を含むことを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明に係る表示システムは、上記プロジェクタと、上記スクリーンとを含むこ
とを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明に係る表示方法は、
　映像データに基づき、画像をスクリーンの対象領域に投写する投写部と、
　前記映像データに付随する付随データを、当該付随データに基づく文字画像を表示させ
るために前記対象領域の外部に設けられた表示部へ向け送信する送信部と、
　を含むプロジェクタと、
　前記プロジェクタによって前記画像が投写される前記対象領域と、
　前記付随データを受信する受信部と、
　前記付随データに基づく前記文字画像を表示する表示部と、
　を含むスクリーンとを用いた表示方法であって、
　前記投写部は、前記画像を前記対象領域に投写し、
　前記送信部は、前記付随データを前記表示部へ向け送信し、
　前記受信部は、前記付随データを受信し、
　前記表示部は、前記付随データに基づき、前記文字画像を表示することを特徴とする。
【００２３】
　本発明によれば、プロジェクタ等は、画像が投写される対象領域の外部の表示部が、映
像データに付随する字幕等を示す付随データを文字画像として表示することにより、より
見やすく表示することができる。
【００２４】
　また、前記プロジェクタは、
　前記映像データと、前記付随データとを含むコンテンツデータを入力するデータ入力部
と、
　前記コンテンツデータから前記映像データと前記付随データとを分離するデータ分離部
と、
　を含んでもよい。
【００２５】
　これによれば、プロジェクタ等は、映像データと付随データが混在している状態で入力
された場合であっても、付随データを分離して表示部に表示させることができる。
【００２６】
　また、前記プロジェクタは、ユーザーによる字幕の表示有無を示す指示情報を入力する
指示情報入力部を含み、
　前記付随データは、前記字幕を表示するための字幕データを含み、
　前記送信部は、前記指示情報が前記字幕を表示することを指示する情報である場合に前
記付随データを前記表示部へ向け送信し、前記指示情報が前記字幕を表示しないことを指
示する情報である場合に前記付随データを前記表示部へ向け送信しなくてもよい。
【００２７】
　これによれば、プロジェクタ等は、ユーザーの指示に応じて字幕の表示有無を制御する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明をプロジェクタとスクリーンを含む表示システムに適用した場合を例に採
り、図面を参照しつつ説明する。なお、以下に示す実施例は、特許請求の範囲に記載され
た発明の内容を何ら限定するものではない。また、以下の実施例に示す構成の全てが、特
許請求の範囲に記載された発明の解決手段として必須であるとは限らない。
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【００２９】
　（システム全体の説明）
　図１は、本実施例における表示システムの概略図である。
【００３０】
　表示システムは、プロジェクタ１００と、スクリーン２００とを含んで構成されている
。また、スクリーン２００は、プロジェクタ１００から画像が投写される対象領域２０１
と、プロジェクタの設定情報、状態情報、映画の字幕等を表示する表示領域２０２とを含
んで構成されている。
【００３１】
　また、プロジェクタ１００は、設定情報や状態情報を表示させるための表示対象データ
、字幕等を表示させるための付随データ等をスクリーン２００に送信する機能を有してお
り、スクリーン２００は、表示対象データ等を受信して設定情報等を表示する機能を有し
ている。
【００３２】
　以下、表示システムが、設定情報や状態情報を表示する場合と、字幕を表示する場合を
例に採り説明する。
【００３３】
　（第１の実施例）
　図２は、第１の実施例におけるメニュー情報の一例を示す図である。
【００３４】
　ユーザーは、リモコン（リモートコントローラ）を操作してプロジェクタ１００のメニ
ューで環境設定を選択した場合、図２に示すように、メニューの構造が木構造になってい
るため、多段階で選択を行う。
【００３５】
　例えば、ユーザーは、画質調整を行う場合、環境設定で、「画質調整」を選択し、「カ
ラーモード」を選択し、「フォト」、「スポーツ」、「プレゼンテーション」、「シアタ
ー」、「ダイナミック」から所望のモードを選択する。
【００３６】
　本実施例の表示システムは、このような多段階の選択に対応してメニュー画像を表示領
域２０２に表示する。
【００３７】
　図３は、第１の実施例におけるメニュー画像３０１～３０３の遷移の一例を示す図であ
る。
【００３８】
　プロジェクタ１００は、リモコンからの指示情報に基づき、表示対象データをスクリー
ン２００に送信し、スクリーン２００は、表示対象データに基づき、メニュー画像３０１
～３０３を表示領域２０２に表示する。
【００３９】
　例えば、ユーザーが、環境設定を選択した場合、プロジェクタ１００は、第１段階にお
ける最初の項目である「画質調整」を表示するための表示対象データをスクリーン２００
に送信する。これにより、スクリーン２００は、表示領域２０２の左部分に「画質調整」
を示すメニュー画像３０１を表示する。
【００４０】
　そして、ユーザーが、リモコンの下向き矢印キーを押した場合、プロジェクタ１００は
、第１段階における２番目の項目である「映像」を表示するための表示対象データをスク
リーン２００に送信する。これにより、スクリーン２００は、表示領域２０２の左部分に
「映像」を表示する。
【００４１】
　また、「画質調整」が表示された状態で、ユーザーが、リモコンの右向き矢印キーを押
した場合、プロジェクタ１００は、第２段階における最初の項目である「カラーモード」
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を表示するための表示対象データをスクリーン２００に送信する。これにより、スクリー
ン２００は、表示領域２０２の左部分に「画質調整」を示し、中央部分に「カラーモード
」を示すメニュー画像３０２を表示する。
【００４２】
　さらに、「画質調整」および「カラーモード」が表示された状態で、ユーザーが、リモ
コンの右向き矢印キーを押した場合、プロジェクタ１００は、第３段階における最初の項
目である「フォト」を表示するための表示対象データをスクリーン２００に送信する。こ
れにより、スクリーン２００は、表示領域２０２の左部分に「画質調整」を示し、中央部
分に「カラーモード」を示し、右部分に「フォト」を示すメニュー画像３０３を表示する
。
【００４３】
　なお、メニュー画像３０３が表示された状態で、ユーザーが、リモコンの左向き矢印キ
ーを２回押した場合、表示領域２０２の表示は消え、変更内容が確定する。また、プロジ
ェクタ１００は、リモコンの決定キーが押された場合に変更内容を確定し、表示領域２０
２の表示を消してもよい。
【００４４】
　以上のように、本実施例では、表示システムは、メニュー画像をＯＳＤとして表示する
のではなく、対象領域２０１の外側の表示領域２０２に文字列として表示する。
【００４５】
　次に、このような機能を実装するためのプロジェクタ１００およびスクリーン２００の
機能ブロックについて説明する。
【００４６】
　図４は、第１の実施例におけるプロジェクタ１００およびスクリーン２００の機能ブロ
ック図である。
【００４７】
　プロジェクタ１００は、ＰＣ(Personal Computer)等から画像データを入力するデータ
入力部１５０と、画像データに基づき、画像を生成する画像生成部１８０と、画像を対象
領域２０１に投写する投写部１９０とを含んで構成されている。
【００４８】
　また、プロジェクタ１００は、ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部１１
０と、指示情報に応じた設定を行う設定部１３０と、記憶部１４０と、表示対象データ１
４４を送信する送信部１２０とを含んで構成されている。
【００４９】
　また、記憶部１４０は、メニュー画像の遷移等を示すメニューデータ１４２、設定部１
３０によって設定される表示対象データ１４４等を記憶している。
【００５０】
　また、スクリーン２００は、プロジェクタ１００から表示対象データ１４４を受信する
受信部２１０と、表示対象データ１４４に基づき、画像を表示する表示部２２０とを含ん
で構成されている。
【００５１】
　なお、これらの各部の機能を実装するためのハードウェアとしては、例えば、以下のも
のを採用してもよい。例えば、指示情報入力部１１０としては、リモコンからの赤外光を
受光する赤外受信ユニット、操作ボタン等、設定部１３０としてはＣＰＵ等、記憶部１４
０としてはＲＡＭ、ＲＯＭ等、データ入力部１５０としては画像入力端子等、画像生成部
１８０としては画像処理回路等、投写部１９０としては液晶パネル、ランプ、レンズ等、
送信部１２０、受信部２１０としては無線通信ユニット、ＣＰＵ等、表示部２２０として
は液晶パネル、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)等を採用してもよい。
【００５２】
　次に、これらの各部を用いた情報表示処理の流れについて説明する。
【００５３】
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　図５は、第１の実施例における情報表示処理の流れを示すフローチャートである。
【００５４】
　設定部１３０は、指示情報入力部１１０からの情報に基づき、ユーザーからの指示があ
るかどうかを判定する（ステップＰ１）。
【００５５】
　指示があった場合、設定部１３０は、当該指示が設定指示であるかどうかを判定する（
ステップＰ２）。なお、実際には種々の指示が入力されるが、ここでは、指示の種類は、
プロジェクタ１００のカラーモード等の設定を行うための設定指示と、プロジェクタ１０
０のランプ等の状態を表示するための状態表示指示の２種類であるものとする。
【００５６】
　設定指示である場合、設定部１３０は、現在の段階が設定段階（上述した第３段階）で
あるかどうかを判定する（ステップＰ３）。
【００５７】
　設定段階である場合、設定部１３０は、通常の設定と同様にプロジェクタ１００のカラ
ーモード等の設定を行う（ステップＰ４）。なお、設定段階ではない場合は設定（ステッ
プＰ４）は行われない。
【００５８】
　そして、設定部１３０は、現在の状態に応じて表示対象データ１４４を設定する（ステ
ップＰ５）。具体的には、例えば、設定部１３０は、環境設定が選択された直後であれば
、「画質調整」を表示させるための表示対象データ１４４を設定し、「画質調整」が表示
された直後の状態であれば、「画質調整」および「カラーモード」を表示させるための表
示対象データ１４４を設定する。
【００５９】
　なお、設定部１３０は、例えば、メニューデータ１４２と、指示の履歴に基づき、現在
の状態を把握することができる。
【００６０】
　受信部２１０は、一定時間（例えば、１秒等）ごとまたは設定部１３０から送信指示を
受けた場合に表示対象データ１４４をスクリーン２００へ向け送信する（ステップＰ８）
。なお、表示対象データ１４４は、画像データ、文字データ、表示制御データのいずれで
あってもよい。また、送信部１２０は、表示対象データ１４４を送信する場合、パケット
化、ヘッダの付加、分割、圧縮等を行ってもよい。
【００６１】
　スクリーン２００の受信部２１０は、プロジェクタ１００から表示対象データ１４４を
受信する（ステップＳ１）。なお、受信部２１０は、表示対象データ１４４が圧縮等され
ている場合、表示対象データ１４４を元の状態に復元する。
【００６２】
　そして、スクリーン２００の表示部２２０は、表示対象データ１４４に基づき、メニュ
ー画像３０１等を表示領域２０２に表示する（ステップＳ２）。
【００６３】
　以上の手順により、ユーザーは、表示領域２０２に表示されるメニュー画像３０１等に
よって設定項目や設定内容を確認しながらプロジェクタ１００の設定を行うことができる
。
【００６４】
　一方、ユーザーの指示内容が状態表示指示であった場合、設定部１３０は、表示対象の
状態を示す情報を取得する（ステップＰ６）。例えば、ユーザーがランプの稼働時間の表
示指示を行った場合、設定部１３０は、記憶部１４０内のランプの稼働時間を示すデータ
を取得する。
【００６５】
　そして、設定部１３０は、取得した情報に基づき、表示対象データ１４４を設定する（
ステップＰ７）。
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【００６６】
　なお、表示対象データ１４４の送信（ステップＰ８）以降は設定指示の場合と同様であ
るため、説明を省略する。
【００６７】
　以上の手順により、ユーザーは、要求したプロジェクタ１００の状態に関する情報を表
示領域２０２で確認することができる。
【００６８】
　以上のように、本実施例によれば、表示システムは、画像が投写される対象領域２０１
の外部の表示領域２０２に、プロジェクタの状態に関する情報や設定に関する情報を表示
することにより、対象領域２０１に投写される画像と、表示領域２０２に表示される画像
が重ならないため、これらの情報をより見やすく表示することができる。
【００６９】
　また、本実施例によれば、例えば、プロジェクタ１００のランプが寿命になった場合や
、画像処理回路が故障してプロジェクタ１００が投写できない状態になった場合であって
も、送信部１２０が状態を示す表示対象データ１４４を送信し、表示部２２０が当該状態
を示す情報を表示することができるため、プロジェクタ１００は、より確実かつ適切にユ
ーザーに状態を通知することができる。
【００７０】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００の焦点が対象領域２０１に合っていない
場合や、投写画像が対象領域２０１からはみ出して歪んでいる場合であっても、表示部２
２０が焦点や歪みの状態を示す情報を表示することができるため、プロジェクタ１００は
、より確実かつ適切にユーザーに状態を通知することができる。また、ユーザーは、メニ
ュー画像を見るために、焦点や歪みを合わせる必要がなくなるため、表示システムは、ユ
ーザーの利便性を向上させることができる。
【００７１】
　また、本実施例によれば、表示システムは、プロジェクタ１００の設定を行う場合に、
表示領域２０２の表示と設定部１３０による設定を同期させて設定を行うことができる。
【００７２】
　また、本実施例によれば、表示システムは、表示領域２０２に項目等を１行の文字列で
表示することにより、表示領域２０２が狭い場合や、表示部２２０の表示能力が低い場合
であっても、項目等を見やすく表示することができる。
【００７３】
　また、本実施例によれば、表示領域２０２に表示される画像は、文字画像等のデータ量
の少ない画像であるため、送受信時の負荷が少なく、表示システムは、確実かつ高速に送
受信することができる。
【００７４】
　（第２の実施例）
　次に、字幕表示について説明する。
【００７５】
　図６は、第２の実施例における字幕表示の一例を示す図である。
【００７６】
　字幕を表示する場合、対象領域２０１に映画の１シーンの画像（映像）が表示され、表
示領域２０２に字幕（例えば、出演者の台詞等）が表示される。このように、本実施例で
は、表示システムは、映像と重ねない状態で字幕を表示する。
【００７７】
　次に、このような機能を実装するためのプロジェクタ１００およびスクリーン２００の
機能ブロックについて説明する。
【００７８】
　図７は、第２の実施例におけるプロジェクタ１００およびスクリーン２００の機能ブロ
ック図である。
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【００７９】
　プロジェクタ１００は、ＤＶＤプレーヤー等からコンテンツデータ等を入力するデータ
入力部１５０と、コンテンツデータから映像データと当該映像データに付随する付随デー
タを分離するデータ分離部１６０と、映像データに基づき、画像を生成する画像生成部１
８０と、画像を対象領域２０１に投写する投写部１９０とを含んで構成されている。
【００８０】
　また、プロジェクタ１００は、ユーザーによる指示情報を入力する指示情報入力部１１
０と、記憶部１４０と、付随データ１４６を送信する送信部１２０とを含んで構成されて
いる。
【００８１】
　また、記憶部１４０は、データ分離部１６０によって分離された付随データ１４６等を
記憶している。
【００８２】
　また、スクリーン２００は、プロジェクタ１００から付随データ１４６を受信する受信
部２１０と、付随データ１４６に基づき、画像を表示する表示部２２０とを含んで構成さ
れている。
【００８３】
　なお、これらの各部の機能を実装するためのハードウェアとしては、例えば、以下のも
のを採用してもよい。例えば、指示情報入力部１１０としては、リモコンからの赤外光を
受光する赤外受信ユニット、操作ボタン等、記憶部１４０としてはＲＡＭ、ＲＯＭ等、デ
ータ入力部１５０としては画像入力端子等、データ分離部１６０としてはＣＰＵ、ＲＡＭ
、デコーダ等、画像生成部１８０としては画像処理回路等、投写部１９０としては液晶パ
ネル、ランプ、レンズ等、送信部１２０、受信部２１０としては無線通信ユニット、ＣＰ
Ｕ等、表示部２２０としては液晶パネル、ＬＥＤ等を採用してもよい。
【００８４】
　次に、これらの各部を用いた字幕表示処理の流れについて説明する。
【００８５】
　図８は、第２の実施例における字幕表示処理の流れを示すフローチャートである。
【００８６】
　データ入力部１５０は、ＤＶＤプレーヤー等からコンテンツデータを入力する（ステッ
プＰ１１）。
【００８７】
　データ分離部１６０は、コンテンツデータを映像データと付随データ１４６に分離し（
ステップＰ１２）、付随データ１４６を記憶部１４０に記憶する（ステップＰ１３）。例
えば、コンテンツデータのフォーマットがDVD-Video形式である場合、1GB単位で映像、音
声、字幕が入っているが、データ分離部１６０は、Srt形式、idx+sub形式等で字幕の情報
を取り出すことができる。また、コンテンツデータのフォーマットがクローズド・キャプ
ション形式である場合、データ分離部１６０は、SAMI(Synchronized Accessible Media I
nterface)形式、SMIL形式等で字幕の情報を取り出すことができる。また、付随データ１
４６は、画像データ、文字データのいずれでもよい。また、データ分離部１６０が、取り
出した字幕の情報に基づいて表示制御データを生成し、当該表示制御データを付随データ
１４６として記憶部１４０に記憶してもよい。
【００８８】
　送信部１２０は、付随データ１４６をスクリーン２００へ向け送信する（ステップＰ１
４）。
【００８９】
　また、画像生成部１８０は、データ分離部１６０によって分離された映像データに基づ
き、画像を生成し（ステップＰ１５）、投写部１９０は、画像を投写する（ステップＰ１
６）。なお、プロジェクタ１００は、ステップＰ１３、Ｐ１４と、ステップＰ１５、Ｐ１
６を並列的に実行することが可能である。また、プロジェクタ１００は、ステップＰ１１
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～Ｐ１６の処理を終了するまで（ステップＰ１７）、繰り返し実行する。
【００９０】
　一方、スクリーン２００の受信部２１０は、プロジェクタ１００から付随データ１４６
を受信する（ステップＳ１１）。なお、受信部２１０は、付随データ１４６が圧縮等され
ている場合、付随データ１４６を元の状態に復元する。
【００９１】
　そして、スクリーン２００の表示部２２０は、付随データ１４６に基づき、字幕等を表
示領域２０２に表示する（ステップＳ１２）。
【００９２】
　以上のように、本実施例によれば、表示システムは、画像が投写される対象領域２０１
の外部の表示領域２０２に、映像データに付随する字幕等を示す付随データを文字画像と
して表示することにより、より見やすく表示することができる。
【００９３】
　また、本実施例によれば、表示システムは、映像データと付随データが混在している状
態で入力された場合であっても、データ分離部１６０を用いて付随データを分離して表示
部２２０に表示させることができる。
【００９４】
　また、本実施例によれば、表示システムは、字幕を映像から切り離して表示することが
できるため、映像の画質が劣化している場合であっても、字幕を見やすく表示することが
できる。
【００９５】
　また、本実施例によれば、表示領域２０２は、プロジェクタ１００とスクリーン２００
との距離、プロジェクタ１００のランプ輝度低下等の影響を受けないため、表示システム
は、字幕を見やすく表示することができる。
【００９６】
　なお、指示情報入力部１１０は、ユーザーによる字幕の表示有無を示す指示情報を入力
してもよい。データ分離部１６０は、字幕の表示指示があった場合に字幕を示す付随デー
タ１４６を記憶部１４０に記憶し、字幕の非表示指示があった場合に付随データ１４６を
記憶部１４０に記憶しない。
【００９７】
　これによれば、表示システムは、ユーザーの指示に応じて字幕の表示有無を制御するこ
とができる。特に、字幕の表示部分は映像とは独立しているため、ユーザーは、字幕の有
無を簡単に選択することができる。
【００９８】
　（第３の実施例）
　次に、複数のプロジェクタ１００を用いて画像を投写する場合について説明する。
【００９９】
　図９は、第３の実施例における字幕表示状態の一例を示す図である。
【０１００】
　例えば、映画館で、４台のプロジェクタ１００－１～１００－４がそれぞれ領域を分担
して１つの画像を大画面の対象領域２０１に投写する場合を例に採って説明する。
【０１０１】
　従来の方式では、字幕を画像と重ねて投写していた。このため、図９に示すように、複
数のプロジェクタ１００が領域を分担して１つの画像を投写する場合には字幕を適切に表
示することはできなかった。
【０１０２】
　これに対し、本実施例によれば、字幕を独立させて表示領域２０２に表示することによ
り、複数のプロジェクタ１００が領域を分担して１つの画像を投写する場合であっても、
字幕を適切に表示することができる。
【０１０３】
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　（第４の実施例）
　次に、表示領域２０２をスクリーン２００と着脱可能な表示ユニットとして形成する場
合について説明する。
【０１０４】
　図１０は、第４の実施例における表示状態の一例を示す図である。
【０１０５】
　例えば、家庭でプロジェクタ１００を使用する場合、大型のスクリーン２００を設置す
る余裕がなかったり、スクリーン２００の上下に空きスペースがなかったり、ユーザーの
好みで字幕等を縦方向に表示したかったりする場合がある。
【０１０６】
　このような場合に対応するため、表示ユニット２０３は、対象領域２０１を有するスク
リーン２００の外部のいずれか１辺にユーザーが取り付け可能に形成されている。
【０１０７】
　ここで、表示ユニット２０３は、上述した受信部２１０、表示部２２０に加え、３次元
センサーを有しているものとする。
【０１０８】
　例えば、図１０に示すように、表示ユニット２０３がスクリーン２００の右側に縦方向
に取り付けられた場合、受信部２１０は、３次元センサーによって表示ユニット２０３が
縦方向に取り付けられたことを把握し、字幕等の表示位置や表示方向を変更（例えば、横
書きの字幕を縦書きに変更等）して表示部２２０に表示させる。
【０１０９】
　これにより、表示ユニット２０３は、字幕やプロジェクタ１００の状態等を示す情報を
縦方向に表示することができる。
【０１１０】
　このように、スクリーン２００は、表示領域２０２として機能する表示ユニット２０３
を有するスクリーンとして形成されてもよい。
【０１１１】
　（その他の実施例）
　なお、本発明の適用は上述した実施例に限定されず、種々の変形が可能である。
【０１１２】
　例えば、指示情報入力部１１０は、表示領域２０２に表示する文字の字体を指示する指
示情報を入力してもよい。この場合、設定部１３０やデータ分離部１６０は、指示された
字体に応じて表示対象データ１４４や付随データ１４６の文字の字体を変形してもよい。
【０１１３】
　これによれば、ユーザーは、自分の好みの字体で字幕等を表示することができる。
【０１１４】
　また、表示領域２０２に表示する情報は、文字列には限定されず、図形を有する画像（
例えば、ロゴマーク、商標、広告等）であってもよい。
【０１１５】
　また、付随データ１４６は、字幕を示すデータには限定されず、タイトル、サブタイト
ル、出演者、オーディオの説明等を示すデータであってもよい。
【０１１６】
　また、ＤＶＤプレーヤー等から映像データと付随データ１４６が分離した状態で入力さ
れる場合、データ分離部１６０は不要であり、データ入力部１５０は、入力した付随デー
タ１４６をそのまま記憶部１４０に記憶してもよい。
【０１１７】
　また、プロジェクタ１００は、液晶パネルを用いたプロジェクタには限定されず、例え
ば、米国テキサス・インスツルメンツ社が開発したＤＭＤ(Digital Micromirror Device)
を用いたプロジェクタ等であってもよい。
【０１１８】
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　また、プロジェクタ１００やスクリーン２００の機能を複数の装置に分散して実装して
もよい。例えば、プロジェクタ１００の機能をＰＣとプロジェクタに分散して実装しても
よい。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】本実施例における表示システムの概略図である。
【図２】第１の実施例におけるメニュー情報の一例を示す図である。
【図３】第１の実施例におけるメニュー画像の遷移の一例を示す図である。
【図４】第１の実施例におけるプロジェクタおよびスクリーンの機能ブロック図である。
【図５】第１の実施例における情報表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】第２の実施例における字幕表示の一例を示す図である。
【図７】第２の実施例におけるプロジェクタおよびスクリーンの機能ブロック図である。
【図８】第２の実施例における字幕表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】第３の実施例における字幕表示状態の一例を示す図である。
【図１０】第４の実施例における表示状態の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１２０】
　１００　プロジェクタ、１１０　指示情報入力部、１２０　送信部、１３０　設定部、
１４０　記憶部、１４２　メニューデータ、１４４　表示対象データ、１４６　付随デー
タ、１５０　データ入力部、１６０　データ分離部、１８０　画像生成部、１９０　投写
部、２００　スクリーン、２０１　対象領域、２０２　表示領域、２０３　表示ユニット
、２１０　受信部、２２０　表示部

【図１】 【図２】
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